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2026年度（令和8年度）の活動始まる北海道学校図書館協会 2026年度（令和8年度）の活動始まる北海道学校図書館協会
　2026年度（令和８年度）の定期総会は、５月９日（土）に北海道立道民活動

センター（かでる２・７）1070研修室を会場に開催されました。御来賓の皆様

を代表して、道立図書館長の齊藤順二様より御挨拶いただきました。北海道学

校図書館協会の役員改選が行われ、再任の小熊剛彰会長、山口朱美事務局長を

はじめ、本年度の役員が選出されました。（詳しくは２頁の役員一覧をご覧く

ださい。）事務局校は、札幌市立福井野小学校に設置されます。

◆ 2026年度（令和8年度）　研究・事業活動計画 ◆
　

⑴ 研究活動

１．第47回北海道学校図書館研究大会・札幌大会の準

備・協力［令和10年１月６日から７日］

２．第65回北海道図書館大会の開催・協力［令和８年

９月２日（水）～３日（木）］

３．各支部及び関係機関（読進協・全国SLA・道立

図書館等）との協力研究

４．全道研究部長会の開催［令和９年１月８日（金）］

５．事務局研修会の開催［必要に応じて随時開催］

６．全校読書活動や朝読書、学校図書館の活用を推進

している実践校の把握と情報交流の推進

７．『実践資料集　学校図書館☆学び方の指導ワーク

シート集』の活用

８．北海道地区セミナーの開催検討（支部研究会を拡

大して）

⑵ 組織・運動活動

１．全国SLA機関誌『学校図書館』の購読、普及促進

　　SLBAの加入促進と活用普及

２．支部組織強化と道事務局（幹事）拡大の取り組み

　　・支部研究会・研修会、その他研究会への講師派遣

　　・全道への情報発信・提供

　　・道事務局（幹事）の組織拡大

３．各支部間の情報交流（広報・ホ－ムペ－ジ・全道

研究部長会など）

４．機関紙『北海道の学校図書館』334号～ 337号

　　４回発行

５．ホームページの効果的な運用と情報交流の促進

６．「子どもの読書活動推進計画(第５次計画R ５～ R

９」実体化のための活動の展開

７．司書教諭の配置促進と図書館担当者の組織化

８．「読書の時間」を活用するなど読書活動の推進

９．「朝読書」の啓発・普及

10．学校司書の実態調査と配置拡大の要請に関する取組

11．「学校図書館図書整備費」の完全消化のための活

動の展開、全国パンフレットの活用

12．学校図書館への新聞購入の取組

⑶ 普及・事業活動

１．第72回青少年読書感想文全道コンクール、第52回

北海道指定図書読書感想文コンクールの開催

２．第38回読書感想画中央コンクール・第14回読書感

想画全道コンクールへの参加・開催

３．令和８年度版読書感想文集『北海道の読書』の発

行・普及

４．優良図書選定研修会　毎月２回（札幌市教育委員

会 ４階入札室）

５．毎月の優良図書の紹介（令和８年４月～令和９年

３月）

　　　　「夏休みにおすすめする図書」選定・紹介

　　　　「冬休みにおすすめする図書」選定・紹介

６．令和８年度版『こどもたちに読んでほしいの200

冊』の普及

７．第52回北海道指定図書の普及、第53回北海道指定

図書の選定

⑷ 協賛・協力活動

１．第54回中学生作文コンクール審査協力（事務局・

６地区）

２．第48回全道高等学校図書研究大会（高文連）空知

支部への協力

３．優良出版図書の推薦

４．公共図書館・および図書館に関わる各種文化行事

等への協力・援助

５．優良児童図書展示会への協力（トーハン、シーピー

エス、学協など）

６．トーハンブックフェア2026年への後援
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役　　　職 氏　　　　名 所属学校名

会　長 小 熊 剛 彰 札幌市立札苗中学校 校長

副会長　　　小 唐 澤 俊 樹 札幌市立幌西小学校 校長

　　　　　　中 大 矢 俊 明 札幌市立栄南中学校 校長

　　　　　　高 梅 　 澤 　 　 　 謙 市立札幌啓北商業高等学校 校長

　　　　　　高文連図書 黒 　 島 　 　 　 敏 北海道札幌月寒高等学校 校長

　　　　　　札幌市 須 藤 慎 也 札幌市立石山緑小学校 校長

監　査　　　小 柴 田 博 人 札幌市立西園小学校 校長

　　　　　　中 市 川 恵 幸 札幌市立山鼻中学校 校長

　　　　　　高 宮 田 佳 幸 市立札幌新川高等学校 校長

理事長 松 　 尾 　 奈 美 樹 札幌市立山の手小学校 校長

理　事 渡 部 浩 士 聖ミカエル幼稚園 教頭

佐 藤 敬 子 北海道教育大学札幌校 講師

大 島 孝 子 元小学校教諭

羽 毛 靖 恵 札幌市立あいの里西小学校 教頭

三 浦 裕 子 札幌市立八軒東中学校 教頭

事務局長 山 口 朱 美 札幌市立福井野小学校 教頭

次　長 野 村 邦 重 SLA学校図書館スーパーバイザー 元校長

　　　　　　事業・選定 大 久 保 　 雅 　 人 SLA学校図書館スーパーバイザー 元校長

齋 藤 昇 一 （元中学校　校長）

　　　　　　研究 本 　 間 　 　 　 聡 札幌市立藤野南小学校　サポーター 教諭

　　　　　　総務 村 山 知 成 札幌市立美香保小学校 教諭

総務部　　　部長（兼） 村 山 知 成 札幌市立美香保小学校 教諭

研究部　　　部長 山 田 佳 子 札幌市立平岡公園小学校 司書教諭

　　　　　　副部長 本 間 由 美 札幌市立向陵中学校 司書教諭

　　　　　　副部長 浅 　 村 　 麻 姫 子 札幌市立星置中学校･光陽中学校 学校司書

選定部　　　部長 七 條 亜 樹 札幌市立前田北小学校 司書教諭

　　　　　　副部長 佐 　 藤 　 や す み （元小学校　教諭）稲積小サポーター

　　　　　　副部長 河 　 合 　 美 乃 里 札幌市立大谷地小学校 司書教諭

事業部　　　部長（兼） 図 師 広 光 北海道月寒高等学校 教諭

　　　　　　副部長（兼） 加 藤 孝 志 小樽未来創造高等学校 司書教諭

2026年度（令和8年度）　北海道学校図書館協会役員

2026年度（令和8年度）　北海道学校図書館協会役員
支　　部 会　　長 勤　　務　　先 事務局長 勤　　務　　先 勤務先電話

札 幌 市 須 藤 慎 也 札幌市立石山緑小学校 校長 杉　田　　　勝 札幌市立澄川中学校 校長 011-821-9203

函 館 市 石 川 朋 美 函館市立駒場小学校 校長 新 沼 誠 子 函館市立大森浜小学校 司書教諭 0138-51-1023

小 樽 市 伏 間 公 洋 小樽市立桂岡小学校 校長 髙 木 理 絵 小樽市立望洋台小学校 司書教諭 0134-52-2007

岩 見 沢 市 和 田 知 子 岩見沢市立第二小学校 校長 渡 部 由 佳 岩見沢市立第二小学校 教頭 0126-26-1504

滝 川 市 小 林 晃 彦 滝川市立江陵中学校 校長 飯 塚 博 明 滝川市立江陵中学校 教頭 0125-24-6156

空 知 地 区 澤 口 純 一 岩見沢市立日の出小学校 校長 平 山 雅 一 美唄市立美唄中学校 教諭 01266-3-4211

旭 川 市 岡　　　栄　樹 旭川市立江丹別小中学校 校長 三 谷 海 広 旭川市立西神楽小学校 教諭 0166-75-4364

士 別 市 藤 田 泰 昭 士別市立糸魚小学校 校長 斉 藤 裕 一 士別市立糸魚小学校 教頭 0165-28-3216

増 毛 町 工　藤　　　智 増毛町立増毛小学校 校長 小 野 卓 也 増毛町教育委員会 地域学習課課長 0164-53-2427

網 走 市 安 田 吉 雄 網走市立第二中学校 校長 北　川　　　大 網走市立第二中学校 教頭 0152-44-5248

紋 別 市 林　　　智　一 紋別市立上渚滑小学校 校長 廣 瀬 幹 也 紋別市立上渚滑小学校 教諭 0158-25-2516

大 空 町 外 川 範 幸 大空町立女満別小学校 校長 大　東　　　智 大空町立女満別小学校 教頭 0152-74-2262

美 幌 町 水 野 利 幸 美幌町立美幌小学校 校長 山 口 正 浩 美幌町立美幌小学校 教頭 0152-73-2019

室 蘭 市 千 葉 康 弘 室蘭市立天神小学校 校長 長　野　加奈恵 室蘭市立地球岬小学校 司書教諭 0143-25-3800

苫 小 牧 市 井 村 友 美 苫小牧市立泉野小学校 校長 菅 原 清 美 苫小牧市立沼ノ端中学校 司書教諭 0144-55-0340

帯 広 市 嶋 健 帯広市立帯広第一中学校 校長 杉　林　　　卓 帯広市立明和小学校 主幹教諭 0155-34-5615

十 勝 地 区 緑 川 昌 浩 音更町立緑南中学校 校長 増 岡 英 寿 本別町立勇足小学校 教諭 0156-23-2034

十勝地区高校 井 尾 孝 志 帯広北高等学校 校長 関 谷 朝 香 帯広北高等学校 教諭 0155-47-0121

釧 路 市 猪 子 政 文 釧路市立共栄小学校 校長 佐 藤 雅 史 釧路市立美原中学校 教諭 0154-37-1171

余 市 支 部 大 山 敏 広 余市町立大川小学校 校長 小 川 康 和 余市町図書館 館長 0135-22-6141



北海道の学校図書館2026．6．5 第334号　（ 3 ）

人と人とをつなぐ学校図書館へ人と人とをつなぐ学校図書館へ

第45回全国学校図書館研究大会札幌大会に向けて第45回全国学校図書館研究大会札幌大会に向けて

北海道学校図書館協会会長　小　熊　剛　彰

（札幌市立札苗中学校校長）

札幌大会運営委員長　新　津　智　哉

（札幌市立北辰中学校長）

　この春に行われました定期総会におきまして、昨年度に引き続き北海道学校図書館協会の会長

を拝命いたしました。誠に微力ではございますが、これまで当会を運営されてこられた関係の皆

様の御理解と御協力をいただきながら、職務を遂行していく所存ですので、よろしくお願い申し

上げます。

　さて、今年度で当会も創立76周年を迎えました。学校図書館の充実と発展を図り、教育の振興に務めることを目標

として創設された当会ですが、現在は、今年の８月10 ～ 12日に札幌開催としては実に38年振りとなる「第45回全国

学校図書館研究大会　札幌大会」に向けて準備を進めているところです。北海道に縁のある著名人の講演会を始め、

昨年の10月に成功裏に終えることができた「第46回北海道学校図書館研究大会　帯広・十勝大会」や今年の１月に開

催した「第58回北海道学校図書館研修講座」での成果の上に立ち、北海道内のみならず全国から優れた実践をお持ち

の方にお集まりいただき御紹介いただきます。学校図書館と著作権との関係や情報活用能力の育て方、ICTの活用な

どの他、学校図書館における漫画の扱いなど、多彩なテーマに沿った分科会を計画しております。学校図書館関係者

のみならず本が好きな皆さんとつながり合えるような三日間になれば、この上なくありがたいと思っており。ぜひ、

当大会に御参加いただけるようお願いいたします。

　また例年通り、隔週で選定部を中心に行っている選定会では、「こどもに読んでほしい200冊」の入替や優良図書の

紹介を行っております。毎日新聞社北海道支社様と共に主催している青少年読書感想文全道コンクールや北海道指定

図書読書感想文コンクール、及び読書感想画コンクールでは、例年応募作品の中に全国で表彰されるような力作があ

り、道内の学校の先生方や司書教諭、学校司書の皆様の御指導、御協力にたいへん感謝しているところです。

　今年も、これらの活動を通して、少しでも子どもたちが本に接することで自らの世界を広げ、豊かな心を育てていっ

てほしいと思います。そのためのターミナルとして大きな役割を果たしていくのが学校図書館です。今後とも、学校

図書館が子どもたちの確かな学びや豊かな心を育み、そして人と人とをつないでいく場となりますよう、何卒、皆様

のお力添えをよろしくお願い申し上げます。

　第45回全国学校図書館研究大会札幌大会の開催が迫ってまいりました。大会準備委員会を2022

年に発足させて以来、組織を固め、仲間を増やし、関係の皆様にも多くのご理解をいただきつつ、

これまで地道に準備活動を進めてまいりました。

　大会スローガンに「集うは力！」～北の大地でつながる思い～を掲げ、この大会を学校図書館

に関わりのある仲間同士の絆を確かめ合いながら、参加者同士が顔を合わせ、活発な情報交換ができる大会にしたい

という願いのもと、北海道全体の力を結集し準備を進めているところです。

　研究主題を「つなげる つながる学校図書館 ～確かな学びと豊かな心」とし、講演や研究発表、セッション等を含

めた70を超える分科会を用意して全国からのお客様をお迎えします。また、記念講演には、北海道が生んだ日本人初

のJAXA選定宇宙飛行士である毛利衛氏をお招きしています。この他、児童文学者の高楼方子氏や絵本作家宮西達也

氏など素敵な作家をお招きしての講演も予定しています。

　さて、学校図書館の機能を十分に果たすには、人のつながりが重要です。館長である校長をはじめ、司書教諭を中

心に、授業を行う教員や担任、配置が進められている学校司書、さらには、地域、家庭との連携も欠かせません。ま

た、幼・小・中・高と校種を超えたつながりが、生涯を通じた確かな学びと豊かな心を育てることにつながります。

　札幌に集う皆様が思いを共有し、学校図書館に関わる人々がもつ力の素晴らしさを実感し合える大会を目指してま

いります。たくさんの皆様のご参加を心よりお待ちしております。

会長就任挨拶
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１　主　催　北海道学校図書館協会、札幌市学校図書館協議会、公益社団法人全国学校図書館協議会、北海道教育委員会、札幌市教育委員会

２　テーマ　「つなげる　つながる学校図書館　～確かな学びと豊かな心」

３　趣　旨　　学校教育における学校図書館への期待はさらに高まっています。

　学校図書館は、学校での読書教育を支える「読書センター」機能を果たしています。また、学習指導要領では、授業

改善を通して資料を読み解く力や要約する力、分かりやすく表現する力などを育む指導が不可欠とされています。そ

のために、図書・新聞等の資料やICTが充実した学校図書館の「学習センター」「情報センター」機能も欠かせません。

制定から70年を経た学校図書館法にもあるように「学校図書館の目的は、教育課程の展開に寄与する」ことにあります。

子どもたちの読書環境を整えるため、研鑽を続けたいと考えています。

４　期　日　2026年（令和８年）８月10日（月）～ 12日（水）　〔11日（火）は山の日〕

５　大会時程

６　会　場　札幌コンベンションセンター（札幌市白石区東札幌６条１丁目１－１）

７　参加者　学校図書館に関心のある方ならどなたでも参加できます。

８　参加費　資料代、研究集録代として、一般8,000円、大学生4,000円

９　記念講演　８月10日（月）11：00 ～ 12：30　札幌コンベンションセンター　大ホール

　　　　　　講師　毛利　衛氏　「宇宙から見た学校図書館の未来」

10　講演・ワークショップなどの講師

　　高楼　方子（たかどの　ほうこ）氏、長倉　洋海氏、アーサー・ビナード氏、宮西　達也（みやにし　たつや）氏、

　　小寺　卓矢氏、森越　智子氏、渡邊　重夫氏、佐藤　広也氏…

　○全国・全道から優れた講義・実践発表があります。

11　剣淵絵本の館キャラバンカー　展示・実演　８月11日（火）

　★　「こどもの本ブックフェア　ほんのおまつり2026」　同時開催　参加無料

８月10日（月） ８月11日（火・祝） ８月12日（水）
 9：15 ～ 9：45　受付
10：00 ～ 11：00　開会式・全体会
11：00 ～ 12：30　記念講演

昼食・休憩

13：40 ～ 15：00　分科会①　　　　13：30
15：20 ～ 16：40　分科会②　　　　～ 16：40　学校図書館視察見学

19：00 ～ 21：00　学校図書館を語る夕べ

 9：30 ～ 10：50　分科会③
11：10 ～ 12：30　分科会④

昼食・休憩

13：40 ～ 15：00　分科会⑤
15：20 ～ 16：40　分科会⑥

 9：30 ～ 10：50　分科会⑦
11：10 ～ 11：30　閉会式

第45回　全国学校図書館研究大会札幌大会のご案内

本研究大会は、一般社団法人授業目的公衆
送信補償金等管理協会（SARTRAS）の共通
目的基金の助成を受け実施されています。

※詳細は、北海道学校図書館協会
のホームページをご覧ください。
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北斗市立上磯中学校　教諭　黒　沢　千賀子

倶知安町立西小学校　教諭　平　井　弥真人

「読書が生まれる学校図書館を作るために」

　私の専門教科は国語科であり、図書館との親和性も高い教科です。授業の中でどのように図書館資料を活用できる

かを考える機会が多く、また他教科でも図書館を有効に活用できるよう仲立ちをしたいという思いをもっています。

今回、北海道学校図書館研究大会に参加し、これらの点について多くの学びを得ることができました。

　帯広第一中学校・稲見先生の国語の授業では、「情報の信頼性を見極める」という活動を通して、生徒の皆さんが

さまざまなケースを想定しながら意見を交流し、考える姿が印象的でした。帯広一中では、図書館に情報カードや情

報収集のためのマニュアルを一覧にしたものを机上に備え付け、「情報センター」としての機能を子どもたちに浸透

させるための手立てを講じていました。また、年間指導計画の中に「情報カード」を使った情報収集活動を複数回位

置づけ、信頼できる情報をもとに自分の考えを形成する力を継続的に育成されているとのことでした。このように、

学校図書館と教科の授業を有機的に結び付ける実践を通して、将来、子どもたちが主体的な情報の収集者として実社

会を生きていくことができるのだと思います。

　提言では、音更町立共栄中学校・千葉先生の実践に感銘を受けました。選挙権年齢の引き下げの賛否を題材に、図

書館資料を活用して根拠を明確にし、自分の考えを述べる活動を行っており、交流を通して子どもたちが自己の変容

を実感できるすばらしい授業でした。

　国語科でも、主張をより的確に伝えるために、根拠の探し方や分析の仕方を1年生から継続的に指導しています。

千葉先生の実践を拝聴し、微力ながらも国語科の学びが社会科の授業にお役に立てたことを嬉しく思うとともに、こ

のような他教科と学校図書館が連携した探究的な学びをさらに推進できるよう、よりよい教科経営・学校図書館経営

を目指していきたいと身が引き締まる思いでした。

　本大会で貴重な実践を公開・提言してくださった先生方、そして有益な情報を提供してくださった図書館関係者の

皆様に、心より感謝申し上げます。

　今回この講座を受講しようと思ったきっかけは、学校図書館に関わる中で「もっと子どもたちに本を読んでもらい

たい」という思いが強くなったことでした。魅力あふれる図書館にするために何ができるのか、日々悩みながら試行

錯誤を重ねていた中で、本講座のチラシを目にし、「これだ」と直感し、すぐに申し込みをしました。次の日から現

場で活用できる資料や知識が得られたら、という期待を胸に当日を迎えました。

　初日の講演会では、現代の児童生徒を取り巻く実態について学ぶことができました。読書時間が減少していること、

図書以外のコンテンツが充実する中で読書の優先度が下がっていること、さらに小学生の48.1％が一日の読書時間が

０分であるというデータには、大きな衝撃を受けました。しかし同時に、読書環境を工夫し改善できたならば、子ど

もたちの知識量や語彙力の向上、さらには幸福度の向上にもつながるのではないかという希望も感じました。

　後半の「読書仕掛け」の講座では、仕掛けとは単なる工夫ではなく、「誰のために」「どんな行動を引き出したいの

か」を明確にした上で設計することが重要であると学びました。二日目の館内整備の講座では、対話や議論が生まれ

る場づくりに加え、まずは足を止めてもらうためのアイキャッチの重要性を知り、大変参考になりました。特に布を

使った展示方法は、学校に戻ってすぐに実践し、児童の反応の良さを実感しています。

　また、同じ学校種の先生方と対話する時間が多く設けられ、講座を通しての学びに加え、この場でなければ得られ

なかった貴重な情報や視点に触れることができました。最後に、このような学びの機会を提供してくださった関係者

の皆様に心より感謝申し上げます。今回の学びを学びっぱなしにせず、今後も自校での実践につなげていきたいと強

く感じた二日間でした

●●第58回北海道学校図書館研修講座に参加して第58回北海道学校図書館研修講座に参加して

■第46回北海道学校図書館研究大会帯広・十勝大会に参加して

「学校図書館と教科をつなぐ学びをめざして」
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第72回 青少年読書感想文全道コンクール

第52回 北海道指定図書読書感想文コンクール

1 ●目　的

2 ●主　催

⑴北海道に住む青少年に広く読書を奨励し、明日の社会を

背負うにふさわしい人間の育成をはかる。

⑵読書は、人間形成に寄与する部面が多くあり、このこと

から読後に自分を考えさせ、自己の生活の充実をはか

り、豊かな心情の育成につとめる。

8 ●字　数
①400字詰原稿用紙使用、校名等記入されたものを使用し
ないこと。②小学校低学年800字以内、小学校中・高学年

1,200字以内、中学校・高等学校2,000字以内、③句読点１
字、改行のための空白箇所は字数として数える。④規定の

文字数に達しない、字数の少ない、短い作品は道審査では

対象にはなりません。制限字数いっぱいに書いてください。

10●入賞発表
⑴支部　　10月中に各支部ごとに発表
⑵全道　　11月中旬、受賞者、該当学校長、各支部に連絡
　　　　　12月上旬、新聞発表等

11●表彰式
2026年12月 6 日　日曜日　特別賞・優秀賞・学校賞の受賞者
於：札幌市内ホテル

12●その他
応募作品には必ず応募票（全国の様式に準ずる）をつける

こと。応募票には、必要事項をもれなくはっきりと記入す

ること。（本人、保護者が記入する）応募票の児童生徒氏

名は正しい表記で。（入賞の際、その字で賞状を作成します）

9 ●応募作品
⑴各対象（図書）ごと一人１点未発表のもの。複数作品応

募可。在籍学校を通じ（校内審査後）市、町、地区各支

部に提出のこと。支部の確認等はホームページでご覧く
ださい。（６月以降、今年度の支部明記）北海道学校図
書館協会で検索ください。
⑵支部のない場合は、直接北海道学校図書館協会へ。
　支部からの応募には点数枠があります。直送の場合にも

厳選の上、ご応募ください。
　送り先＝〒007-0807  札幌市東区東苗穂7条1丁目1－1
　　　　　　親展　札幌市立札苗中学校　校長　小熊剛彰

　　　　　　　 TEL011-783-1027　  FAX011-783-8160
⑶作品は自筆のこと。
（コピーは不可、自筆不可能な場合は理由を添える）
⑷必要事項を応募票に記入し、作品の右上にとじる。
⑸作品（原稿用紙）には、ますの外に感想文の題名のみを記入し、

直接文を書き出すこと。学校名、学年、氏名等を書かないこと。

5 ●対象図書
⑴自由（読書）　　自由に選んだ図書。フィクション、ノンフ

ィクションを問いません。

⑵課題（読書）　　〔課題図書〕公益社団法人全国学校図書館

協議会が指定した図書

⑶指定（読書）　　〔北海道指定図書〕主催者の指定した図書

6 ●区　分
⑴小学校低学年の部（１、２年）

⑵小学校中学年の部（３、４年）

⑶小学校高学年の部（５、６年）

⑷中学校の部

⑸高等学校の部

7 ●応募締切
⑴各支部締切　2026年夏休み明けから９月中（支部毎に

設定しますので北海道学校図書館協会のホ

ームページを必ずご確認ください）

⑵北海道締切　2026年10月 7 日（水）必着

北海道学校図書館協会・毎日新聞社北海道支社

3 ●後　援
北海道・北海道議会・北海道教育委員会・

公益財団法人北海道こども・若者応援協会

4 ●応募資格
満20歳（2006年４月２日以降出生の者）までとする。

※自筆の応募作品で、最終まで審査を行いま

す（返却はしません）。お手元にコピー等

をとられてから、ご応募ください。

応 募 の き ま り
2026年度（令和8年度）

第72回 青少年読書感想文全道コンクール

第52回 北海道指定図書読書感想文コンクール

（キリトリセン）

（
キ
リ
ト
リ
セ
ン
）

応 募 票
応募箇所に○ 自由 課題 指定

感想文の題名

所
　
　
属

応
募
者

対
象
図
書

（ふりがな）

（ふりがな）

（正式名称で）
学 校 名

出 版 社

応募区分

氏　　名

感想文執筆に際し
参考にした資料の有無

著者・編者・訳者
画家（絵本のみ）

（どちらかを○で囲んでください）

北海道 郡 市　町　村

（ ）

（立） 学校

小低・小中・小高・中・高（　　学年）

有
・
無

（参考にしたもののタイトル、HPアドレス、ページ等、具体的にくわしく記入してください）

学校所在地
・担当者名

（　　　　　　）電話番号は市外局番
も記入してください

生年月日・年齢

書　　名

シリーズ名・文庫名

発行年・税込価格・

判型・ページ数

（〒　　　 －　 　　 　　）

（TEL　　　　　－　　　－　　 　　　）

（FAX　　　　　－　　　－　　 　　　）

（担当者名　　　　　　　 　　　）

年　　　　月　　　　日生（　　　　歳）

発
行
年

税
込
価
格

判
　
型

タ
　
テ

ペ
ー
ジ
数㎝

※わかりやすく楷書で書いて作品の上にとじてください。

※応募票が不足のときは、これと同じものを作ってください。

※お預かりした個人情報は本事業以外の用途には使用しません。
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■令和８年度「子どもたちに読んでほしい200冊」リスト

　選定部による選定作業の努力の結果、新たに43冊の

入替えができました。北海道こども・若者応援協会（旧・

北海道青少年育成協会）から６月中に、道内すべての学

校・公共図書館・教育委員会等に配付されます。北海道

の子どもたちにぜひ読んでもらいたい良書のリストで

す。図書購入の際に参考としてご活用いただき、普及に

ついてのご協力をお願いいたします。

　令和８年度の定期総会を終えました。今年度は、「感想

文コンクール」「感想画コンクール」を中心とした、例年

どおりの業務に加え、「第45回全国学校図書館研究大会札

幌大会」の開催という、大仕事を抱えてのスタートとなり

ます。日頃にも増して、各支部の先生方、学校図書館に

関わる皆様のご協力・お力添えをいただきたく、どうぞよ

ろしくお願いいたします。８月10日～12日、皆様にお会

いできますように!!
https://hokkaido.sla.gr.jp

ホームページアドレス

（編集：村山　知成　野村　邦重

　　　大久保　雅人　山口　朱美）

第72回　青少年読書感想文全国コンクール
課　題　図　書

著　者　名 書　　　　　名 出　版　社 定価（税込）

小
学
校
低
学
年

村 上 し い こ 作 まこちゃんとコトバロボ 佼 成 出 版 社 1,540 円
た ん じ あ き こ 絵

なにかいいことあった？ Ｂ Ｌ 出 版 1,870 円
ミ ー シ ャ・ア ー チ ャ ー 作
石 津 ち ひ ろ 訳
グ レ ー シ ー・ ジ ャ ン さく ララのまほうのことば 工 学 図 書 1,980 円
や の あ や こ やく
鈴 木 純 著 たねはいのちのおわりとはじまり ブロンズ新社 1,540 円

小
学
校
中
学
年

宇 佐 美 牧 子 作 まだまだここから ポ プ ラ 社 1,540 円
酒 井 以 絵
ア リ シ ア ・ モ リ ー ナ 作 それからぼくはひとりで歩く ほ る ぷ 出 版 1,595 円
星 野 由 美 訳
犬 吠 徒 歩 絵 おいしいお米をつくりたい！：ゆうちゃ

ん、小学生で農家に弟子入りしました
汐 文 社 1,980 円

谷 本 雄 治 著
Ａ・ボンドー＝ストーン、Ｃ・ホワイト 作

宇宙でウンチ：みんなの知らない宇宙
トイレのひみつ

あすなろ書房 1,650 円Ｌ ・ ケ ン セ ス 絵
千 葉 茂 樹 訳

小
学
校
高
学
年

高 田 由 紀 子 作 ポジション！ 岩 崎 書 店 1,650 円
イ ノ ウ エ ミ ホ コ 作 リヒト！ 文 研 出 版 1,650 円
エドワルト・ファン・デ・フェンデル、アヌッシュ・エルマン 作

ミシュカ 静 山 社 1,815 円ア ネ ッ ト・ ス カ ー プ 絵
野 坂 悦 子 訳
味 田 村 太 郎 文 キミの一歩アフリカ：ゾウを食べるにはひと口ずつ あ か ね 書 房 1,980 円

中
学
校

落 合 由 佳 作 君の火がゆらめいている 講 談 社 1,650 円
カービー・ラーソン＆クイン・ワイアット 作

チーム・テスならだいじょうぶ 鈴 木 出 版 1,870 円
杉 田 七 重 訳
伊 藤 元 雄 著 リュウグウの砂に挑む：チームで小惑星のサンプルを分析 く も ん 出 版 1,760 円

高
等
学
校

藤 ノ 木 優 著 スウィッシュ！ 徳 間 書 店 1,980 円
ペ ネ ロ ピ・ラ イ ヴ リ ー 著

ノアハム・ガーデンズの家 ゴブリン書房 1,980 円
斎 藤 倫 子 訳
早 志 百 合 子 著 平和のうぶごえ：「原爆の子」として生きた80年 毎日新聞出版 2,420 円

事 務 局

事務局長　山　口　朱　美（札幌市立福井野小学校教頭）

事務局校　札幌市立福井野小学校

〒063-0012　札幌市西区福井6丁目11番1号

　　　　　　TEL 011-664-5551　FAX 011-661-9471


